
※ 新型コロナ感染症の拡大状況等により、行事等を中止する場合があります。 
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 「宇部の小正月」 
～餅つき、みずき飾り～ 

 

令和 4 年の小正月行事は、新型コロナ感染症 

感染拡大防止のため、みんなでの会食は控える 

形で実施することにいたしました。 

餅つきは実施して、お餅は家へのお土産とし 

て、みんなで持ち帰っていただきます。 

今後も子どもたちへ伝えていきたい行事です 

ので、皆様のご協力ご参加をお願いします。 
 

１ 日 時 １月8日(土)(準備8時30分～)９時～ 

２ 場 所 宇部市民センター 講堂 

３ 内 容 餅つき、みずき飾り、レクリエーション                                          

４ 持ち物 上履き、遊び道具（自分の好きな遊び道具）  <前々年の様子> 

５ 申込み 12月24日（金）までに宇部市民センター(℡56－2706)へ 

主催 宇部町連絡協議会・宇部地区教育振興協議会・宇部町防犯協会 

久慈地区交通安全協会宇部分会・宇部市民センター 
共催  宇部地区老人クラブ連合会・宇部町むつみ会 

宇部町連絡協議会主催 

宇部町民新年交流会 

新型コロナ感染症拡大防止のため、人数 

を制限し、会場内での飲食を行わない形で 

の開催といたしますので、ご理解をお願い 

いたします。                  
 

１ 日   時  １月８日（土）午後５時～       <前々年の様子> 

２ 場   所  宇部市民センター 会議室 

３ 会   費  2千円   

４  対  象  者  宇部町連絡協議会関係団体（代表者１名）                      

５ 締   切  12月24日（金）までに宇部市民センターへ 
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【参加者募集】 
 

「ステンドグラス体験講座」 
様々な色のガラスを繋ぎ合わせて作られたステンドグラス、キラキラ輝いて

とてもキレイですよね。そんなステンドグラスを、みなさんも、ご自分で作って

みませんか？今回の講座では、葉っぱのオーナメントを作ります。仕上げに、お

好きな色のビーズを選んでつけることができます(^^♪ 

初めての方大歓迎！小学生以上の方が参加できます。（小学生の方は、保護者

の方も一緒に参加していただき、お子様のお手伝いをお願いします。）みなさん、

お気軽にご参加ください♪ 

１ 日  時  令和４年１月 23 日(日)9：30～完成次第終了 

２ 場  所  宇部市民センター 会議室 

３ 講  師   ステンドグラス工房「 chat
シ ャ

 noir
ノ ワ ー ル

 」(市内) 

４ 内  容  葉っぱのオーナメント作り（ビーズつき） 

５ 対  象  宇部町民 小学生以上（小学生は保護者同伴） 

６ 定  員  10 名（先着順、小学生は親子で１組とします） 

７ 材 料 費  1,500 円 

８ 持 ち 物  ハサミ、軍手(子ども用手袋でも可) 

９ 服  装  エプロン着用または汚れてもいい服 

10 申し込み  令和４年１月 12 日（水）までに宇部市民センターへ 

11 そ の 他 

（1）ハンダを使った作業がありますので、小学生の方には必ず保護者の方の同伴を

お願いします。（お子様にはハンダ以外の作業とビーズ選びをしていただきます。） 

（2）教室中の事故は、公民館総合保障制度の範囲内で補償します。 

 
 

          令和３年度 津波避難訓練 終わる 
  11月14日(日)朝、市内30カ所総勢1,565人参加で津波避難訓練が開催されました。 

宇部地区は今回から新たに、宇部マレットゴルフ場、川原屋敷地区農村センターで

の訓練も始まり、４カ所、総勢222人の方に参加いただきました。 
 

宇部地区の訓練参加者数 

避難所 人数 避難所 人数 

久喜保育園 115 宇部マレットゴルフ場 6 

小袖漁村センター 83 川原屋敷農村センター 18 

 

『自主防災組織は必要？』 
阪神・淡路大震災では、多くの家屋が倒壊し、その後大火災になりました。この大

災害で生き埋めになりながらも助かった人に、どのようにして助かったか調査したと

ころ、公的機関に救出されたが1.7％だったのに対し、自力34.1％、家族31.9％、隣人

等地域住民28.1％でした。大規模災害時には、道路の崩壊、一斉の救急要請、消防署

の被災など公的機関の救助（公助）に限界があることが分かったのと同時に、身近に

いる人どうしで助けあい（共助）ができたかできなかったかで大きく生死が分かれた

ことも判明しました。住民相互による迅速な安否確認など、災害時の共助の必要性に

ついての理解が進み、自主防災組織の結成がなされることが期待されています。 

宇部地区では、町、北の越、宇部町第８区町内会の３団体が認定されています。 


